
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3023 

令和５年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数数学Ⅱ 単位数 7 単位 年次 2 年次 

使用教科書 数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ｂ、数学Ｃ（数研出版） 

副教材等 
「チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ」 

「チャート式 基礎からの数学Ⅲ＋Ｃ」（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業を大切にし、毎日しっかりと授業の予習復習をしてください。この習慣が一番大切です。毎日

続けていれば力がつくはずです。定期考査前にまとめて取り組むようなやり方では不十分です。 

理数数学Ⅱで扱う問題量はとても多く、定期考査前の勉強だけでは追いつきません。授業進度に合

わせて必ず毎日問題を解くようにしてください。解答の書き方については、初めは参考書を真似す

るくらいの気持ちでいいでしょう。問題集用の専用ノートを科目ごとに作り、そのノートには答だ

けでなく解法も必ず文章の形で書くように心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

a:知識・技能 

基本的な概念や原理を体系的に理解し、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

b:思考・判断・表現 

事象を論理的に考察する力、事象の本質を認識しほかの事象との統合や発展を考察する力、事象

をそれらを数学的に表現する力を養う。 

c:学びに向かう力・人間性等 

数学のよさを認識し、数学を活用する態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、改善しようとする態度や創造性の基礎を

養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにす

る。 

論理的に考察し表現する力、

事象を的確に表現してその特

徴を関数やグラフなどと相互

に関連付けて考察する力、社

会の事象などから設定した問

題について，適切な手法を選

択して分析を行い、問題を解

決したり、解決の過程や結果

を批判的に考察し判断したり

する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強

く考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度、問題

解決の過程を振り返って考察

を深めたり、評価・改善した

りしようとする態度や創造性

を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

【理数数学Ⅱα（３単位）】と【理数数学Ⅱβ（４単位）】に分けて授業を行う。 

【理数数学Ⅱα（３単位）】 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

統
計
的
な
推
測 

確率分布 

統計的な推測 

a: 

確率変数や確率分布について，用

語の意味を理解している。 

確率変数の期待値，分散，標準偏

差が求められる。 

確率変数の変換公式を理解し，そ

れを利用して，期待値，分散，標

準偏差を求めることができる。 

二項分布に従う確率変数の期待

値，分散，標準偏差を求めること

ができる。 

標準正規分布に従う確率変数 Z

についての確率が求められる。 

母集団分布と大きさ 1 の無作為

標本の確率分布が一致すること

を理解し，母平均，母標準偏差が

求められる。 

仮説検定に関わる用語・記号を適

切に活用することができる。 

母平均に対する仮説検定ができ

る。 

b: 

確率変数の期待値，分散，標準偏

差などを用いて，確率分布の特徴

を考察することができる。 

正規分布の特徴を理解し，さまざ

まな視点から捉えられる。 

母平均と母標準偏差の考え方や

標本平均の期待値と標準偏差の

考え方がわかる。 

推定や信頼区間の考え方がわか

る。 

 

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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 c: 

確率的な試行の結果を表すのに

確率分布を用いることのよさに

気づき，確率分布について積極的

に考察しようとする。 

二項分布に興味，関心をもち，具

体的事項について考察しようと

する。 

連続的な確率変数である正規分

布に興味をもち，正規分布につい

て積極的に考察しようとする。 

母平均や母比率の推定に関心を

示す。 

仮説検定によってさまざまな判

断ができることに興味をもち，現

実の問題の解説に役立てようと

する。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

平面上のベクトルとその演算 

ベクトルと平面図形 

a: 

有向線分を用いたベクトルの定

義や表し方を理解している。 

ベクトルの演算の仕組みを理解

している。 

点の座標とベクトルの成分の関

係について理解している。 

ベクトルのなす角を，内積を利用

して求めることができる。 

内積の性質を理解し，計算に利用

できる。 

点の位置を，基準となる点と 1つ

のベクトルを用いて表すことが

できることを理解している。 

直線のベクトル方程式について，

媒介変数を用いて表すことがで

きる。 

円や円の接線のベクトル方程式

を理解している。 

 

 

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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 b: 

点の座標とベクトルの成分の関

係を，座標平面上の図形の問題に

活用できる。 

内積の性質を用いて，ベクトルの

大きさやなす角を求めることが

できる。 

位置ベクトルを活用して，図形の

性質が考察できる。 

図形の性質をベクトルで表現し

て扱うことができる。 

直線上の点を位置ベクトルで考

察し，直線のベクトル方程式と関

連付けることができる。 

c: 

ベクトルと座標平面を関連させ，

ベクトルが成分で表現できるこ

とに興味，関心をもつ。 

座標平面上の図形の問題につい

て，ベクトルを活用して解く解法

を知り，ベクトルを用いない場合

の解法と比較して考察しようと

する。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

空間のベクトル a: 

空間図形において，ベクトルの和

や差を考えることができる。 

空間のベクトルを，3つのベクト

ルの 1次結合の形に表現できる。 

立体図形におけるベクトルの内

積を，適切な方法で計算できる。 

ある点が 3 点で定まる平面上に

あるための必要十分条件を理解

し，それを利用することができ

る。 

座標空間における線分の内分

点・外分点などの座標が求められ

る。 

座標軸に垂直な平面の方程式，球

面の方程式について理解してい

る。  

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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 b: 

空間のベクトルを，平面上のベク

トルの拡張として捉えることが

でき，平面上のベクトルで成り立

つ性質が，空間においても同様に

成り立つことを理解している。 

球面と平面が交わってできる図

形を，連立方程式の解の集合とし

て捉えることができる。 

c: 

空間のベクトルと平面上のベク

トルを比較して考察しようとす

る。 

座標空間における平面の方程式，

直線の方程式に興味をもち，考察

しようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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後
期 

数
列 

数列とその和 

数学的帰納法 

a: 

数列の定義，表記について理解し

ている。 

等差数列・等比数列の公差，一般

項などを理解している。 

和の記号Σの意味を理解し，数列

の和が求められる。 

階差数列について理解し，それを

利用して，もとの数列の一般項が

求められる。 

漸化式の意味を理解し，具体的に

項が求められる。 

初項と漸化式から数列の一般項

が求められる。 

数学的帰納法を用いて，等式・不

等式を証明できる。 

b: 

Σの性質を利用して，和の計算を

簡単に行うことができる。 

漸化式を適切に変形して，数列の

特徴を考察することができる。 

自然数 n に関する命題の証明に

は，数学的帰納法が有効なことを

理解し，活用することができる。 

c: 

数列の規則性を，隣り合う 2項の

差を用いて発見しようとする。 

群数列に興味をもち，一般項や和

について考察しようとする。 

数学的帰納法を利用して，いろい

ろな事柄を積極的に証明しよう

とする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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式
と
曲
線 

２次曲線 

媒介変数表示と極座標 

a: 

放物線が，焦点と準線からの距離

が等しい点の軌跡であることを

理解している。 

楕円が，2つの焦点からの距離の

和が一定である点の軌跡である

ことを理解している。 

双曲線が，2つの焦点からの距離

の差が一定である点の軌跡であ

ることを理解している。 

2次曲線の接線の方程式を求めら

れる。 

楕円や双曲線の方程式を，離心率

eをもとに求められる。 

曲線が媒介変数を用いて表され

る仕組みを理解している。 

極座標で表された点の位置を表

示できる。 

円や直線を極方程式で表すこと

ができる。 

b: 

2 次曲線を，円錐を平面で切った

切り口の曲線として捉えられる。 

放物線，楕円，双曲線を離心率 e

と 1 との大小関係で統一的に取

り扱うことができる。 

x，y についての方程式では表し

にくい曲線を，媒介変数表示を用

いて考察することができる。 

曲線を極座標を用いて表すと簡

潔に表せ，その性質の考察が容易

になることがあることに気づく。 

c: 

2次曲線が円錐と平面との交線で

あることに興味，関心をもち，考

察しようとする。 

2次曲線が定点と定直線との距離

の比の関係で定められることに

関心を示し，それについて考察し

ようとする。 

曲線の方程式の媒介変数表示に

興味，関心をもち，媒介変数で表

された曲線がどのような曲線で

あるかを調べようとする。 

平面上の点を表すのにいろいろ

な座標系があることに興味，関心

をもつ。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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【理数数学Ⅱβ（４単位）】 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

三
角
関
数 

加法定理 a: 

加法定理を利用して，種々の三角

関数の値を求めることができる。 

正接の加法定理を利用して，2直

線のなす角の鋭角を求めること

ができる。 

2 倍角，半角の公式を利用して，

三角関数の値を求めることがで

きる。 

asinθ+bcosθ を rsin(θ+α)  

の形に変形する方法（三角関数の

合成）を理解している。 

b: 

角を弧度法で表した場合にも，加

法定理が適用できる。  

2 倍角の公式を利用して，やや複

雑な三角関数を含む方程式・不等

式の角を統一して考察すること

ができる。 

asinθ+bcosθ の変形にあたり，

同じ周期をもつ 2 つの関数の合

成であることを理解している。 

c: 

加法定理を 2 点間の距離の公式

を用いて証明しようとする。 

加法定理を利用して，平面上の点

を回転させたときの座標の求め

方を考察しようとする。 

加法定理から，2倍角の公式，半

角の公式を導こうとする。 

和と積の公式に関心を示し，その

公式を用いて三角関数の値を求

めたり，三角方程式の解を求めた

りしようとする。 

同じ周期をもつ 2つの関数 

y=sinx と y=cosx を合成すると 

そのグラフは位相がずれた正弦

曲線になることに興味・関心をも

つ。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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指
数
関
数
と
対
数
関
数 

指数関数 a:  

指数が整数，有理数の場合の累乗

の定義を理解し，累乗の計算や，

指数法則を用いた計算をするこ

とができる。 

累乗根の定義を理解し，累乗根の

計算ができる。 

b: 

累乗根をグラフによって考察す

ることができる。 

指数が整数の場合だけではなく，

無理数の場合まで拡張して，累乗

の定義を理解している。 

指数関数の増減によって，大小関

係や不等式・方程式を考察するこ

とができる。 

c: 

指数法則が成り立つようにする

には，0乗，負の整数乗，分数乗

をどのように定義すればよいか

と調べようとする。 

負の数の n乗根に興味を示し，具

体的に理解しようとする。 

指数関数のグラフの概形を，点を

プロットしてかこうとする意欲

がある。 

 

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 
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対数関数 a: 

指数と対数とを相互に書き換え

ることができる。 

対数の定義を理解し，対数の値を

求めることができる。 

対数関数のグラフの概形，特徴を

理解している。 

底と 1の大小に注意して，対数関

数を含む方程式・不等式を解くこ

とができる。 

おき換えによって関数の最大・最

小問題を解くことができる。 

常用対数の定義を理解し，それに

基づいて種々の値を求めること

ができる。 

b: 

指数法則から，対数の性質を考察

することができる。 

対数と指数の関係から，両者のグ

ラフが互いに直線 y=x に関して

対称であるという見方ができる。 

対数関数の増減によって，大小関

係や方程式・不等式を考察するこ

とができる。 

真数が正であることに着目し，対

数の性質を適切に利用して問題

を解決することができる。  

底の変換公式を用いることによ

って，どの対数も常用対数で表現

することができる。 

c: 

指数と対数との相互関係に興

味・関心をもつ。 

やや複雑な対数方程式，対数不等

式に積極的に取り組もうとする。 

桁数や小数首位の問題を一般的

に考察しようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

図
形
と
方
程
式 

点と直線 

円 

軌跡と領域 

a: 

座標平面上において，2点間の距

離が求められる。 

座標平面上において，線分の内分

点，外分点の座標が求められる。 

三角形の重心の座標の公式を理

解している。 

2 直線の平行・垂直条件を理解し

ていて，それを利用できる。 

kF(x,y)+G(x,y)=0 の形を利用し

て，直線の方程式を求めることが

できる。 

点と直線の距離の公式を理解し

ていて，それを利用できる。 

与えられた条件を満たす円の方

程式の求め方を理解している。 

円と直線の共有点の座標を求め

ることができる。 

円と直線の位置関係を，適切な方

法で判定できる。 

円の接線の公式を理解していて，

それを利用できる。 

kF(x,y)+G(x,y)=0 の形を利用し

て，円の方程式を求めることがで

きる。 

直線や円などを，条件を満たす点

全体の集合として考えることが

できる。 

軌跡の定義を理解し，与えられた

条件を満たす点の軌跡を求める

ことができる。 

媒介変数処理が必要な軌跡の求

め方を理解している。 

不等式や連立不等式の表す領域

を図示することができる。 

領域を利用する 1 次式の最大

値・最小値の求め方を理解してい

る。 

 

 

 

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

  

 b: 

1 点を通る直線の方程式から，異

なる 2 点を通る直線の方程式に

拡張して考察することができる。 

2 直線の交点を通る直線を，方程

式を用いて考察することができ

る。 

直線の方程式を利用して，図形の

性質を証明することができる。 

円の方程式が x，y の 2 次方程式

で表されることを理解し，x，y

の 2次方程式が，常に円を表すと

は限らないことを考察しようと

する。 

円と直線の共有点の個数を，2次

方程式の実数解の個数で考察す

ることができる。 

円の中心から直線までの距離と

円の半径の大小関係を代数的に

処理することで，円と直線の位置

関係を考察することができる。 

2 つの円の交点の座標や，交点を

通る円について，2つの円の方程

式を適切に変形して考察するこ

とができる。 

軌跡を求めるには，逆についても

調べる必要があることを理解し

ている。 

変数 x，y についての不等式を満

たす点（x，y）全体の集合がどの

ような図形であるかを考察する

ことができる。 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

  

 c: 

与えられた方程式が表す図形に

興味・関心をもつ。 

2 つの円の交点と，その交点を通

る円の方程式に興味・関心をも

ち，具体的な問題に利用しようと

する。 

点が満たす条件から得られた方

程式がどのような図形を表して

いるかを考察しようとする。 

線形計画法では，条件として与え

られた不等式の表す領域を図示

することにより，鮮やかに最大

値・最小値を求めることができる

ことに興味・関心をもつ。 

不等式を含む命題を，不等式の表

す領域を用いて証明することに

興味・関心をもつ。 

放物線を境界線とする領域に関

心をもち，考察しようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

前
期
／
後
期 

微
分
法
／
積
分
法 

微分係数と導関数 

導関数の応用 

積分法 

a: 

平均変化率，微分係数の定義を理

解し，それらを求めることができ

る。 

定義に基づいて導関数を求める

方法を理解している。 

接線の方程式の求め方を理解し

ている。 

導関数を利用して，関数の極値を

求めたり，グラフをかいたりする

ことができる。 

導関数を利用して，関数の最大

値・最小値を求めることができ

る。 

不定積分の定義や性質を理解し，

それを利用する不定積分の計算

方法を理解している。 

定積分の定義や性質を理解し，そ

れを利用する定積分の計算方法

を理解している。 

直線や曲線で囲まれた部分の面

積を，定積分で表して求めること

ができる。 

b: 

微分係数の図形的な意味と，直線

の方程式の公式から，接線の方程

式の公式を考察することができ

る。 

関数の増減を接線の傾きから考

察することができる。 

最大値・最小値と極大値・極小値

の違いを，明確に意識して考察す

ることができる。 

微分法の逆演算としての不定積

分を考察することができる。 

面積を求める際には，グラフの上

下関係，積分範囲などを，図をか

いて考察することができる。 

微分や定積分の計算で，導関数や

不定積分の公式を利用するなど

して，計算を工夫して行う方法を

考察することができる。 

 

 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 c: 

平均の速さと瞬間の速さに興味

をもち，平均変化率や微分係数と

の関連を考察しようとする。 

種々の関数の極限値を，興味・関

心をもって考察しようとする。 

関数の増減や極値の問題を導関

数を用いて調べ，解決しようとす

る。 

方程式や不等式を関数的視点で

捉え，微分法を利用して解決しよ

うとする。 

直線や曲線で囲まれた部分の面

積を，定積分を用いて求めようと

する。 

微分積分学の基本定理について，

興味・関心をもち，考察しようと

する。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期 

関
数 

分数関数 

無理関数 

逆関数と合成関数 

a: 

分数関数の定義について理解し，

関数を適切に変形して，そのグラ

フをかくことができる。 

無理関数の定義について理解し，

関数を適切に変形して，そのグラ

フをかくことができる。また，値

域が求められる。 

逆関数の定義を理解し，種々の関

数の逆関数を求められる。 

合成関数の定義を理解し，種々の

関数の合成関数を求められる。 

b: 

分数関数のグラフと直線の共有

点の座標を，連立方程式の実数解

に読み替えて考察できる。 

無理関数 y＝√ax のグラフを放

物線の一部として理解し，対称移

動の考え方で y＝－√ax などの

グラフを考察できる。 

逆関数の定義から，逆関数の定義

域・値域や性質を考察できる。 

2つの関数を続けて作用させた関

数を，合成関数という 1つの関数

として考察できる。 

c: 

方程式や不等式の考察に，積極的

に関数のグラフを活用しようと

する。 

逆関数，合成関数の考え方に興

味，関心を示す。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

極
限 

数列の極限 

関数の極限 

a: 

収束する数列の極限値の性質を

理解し，それを用いて，数列の極

限が求められる。 

無限等比数列の極限が求められ

る。また，無限等比数列の収束・

発散を利用して，さまざまな数列

の極限が求められる。 

無限級数の収束，発散を判定する

条件を理解し，それを利用でき

る。 

関数の極限を求めることができ

る。 

指数関数，対数関数の極限が求め

られる。 

簡単な三角関数の極限を求める

ことができる。 

定義に基づいて，関数の連続性，

不連続性を判定することができ

る。 

b: 

数列・関数の極限が簡単に求めら

れない場合に，数列の極限の大小

関係（はさみうちの原理）を用い

て，極限が求められる。 

無限等比数列の極限を，公比の値

で場合分けして考察できる。 

関数の極限について，数列の極限

における考え方との類似点と相

違点を理解している。 

中間値の定理が成り立つための

条件を正しく理解し，解の存在の

証明に活用することができる。 

c: 

関数の極限を，グラフなどで直観

的に考察しようとする。 

三角関数が現れる図形的な問題

を，三角関数の極限を利用して考

察しようとする。 

連続でない関数があることに興

味をもち，グラフを用いてそのこ

とを調べようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

複
素
数
平
面 

複素数平面 

複素数の極形式 

ド・モアブルの定理 

複素数と図形 

a: 

複素数平面の定義を理解し，複素

数を表す点を複素数平面上に記

すことができる。 

極形式の定義を理解し，複素数を

極形式で表すことができる。 

ド・モアブルの定理を利用して，

複素数の n 乗を求めることがで

きる。 

複素数の n 乗根の定義と図形的

意味を理解し，極形式を利用して

n乗根を求めることができる。 

一般の点を中心とする点の回転

について成り立つ複素数の関係

式を理解し，回転した点を表す複

素数を求めることができる。 

b: 

極形式を利用することで，複素数

の乗法，除法の図形的意味が明ら

かになることを理解する。 

複素数のn乗根がちょうどn個存

在することを，極形式を用いて考

察することができる。 

点zと連動して動く点wが描く図

形について，その式の意味も含め

て考察したり，説明したりでき

る。 

c: 

複素数平面を考えることにより，

複素数の図形的側面が明らかに

なることを理解しようとする。 

ド・モアブルの定理の有用性を理

解し，活用しようとする。 

図形の問題を，複素数の演算の図

形的意味を用いて積極的に考察

しようとする。 

確認テスト 

定期テスト 

観察 

など 

確認テスト 

定期テスト 

課題提出 

観察 

など 

パフォーマ

ン ス 課 題

や、ワーク

ショップで

の成果 

課題提出 

観察 

など 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


